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一
般
質
問

貸工場・貸事務所（原町区信田沢地内）

中川 庄一 議員

南
相
馬
市
復
興
政
策
と

南
相
馬
市
復
興
政
策
と

生
活
再
建

生
活
再
建

議員のつぶやき
未

用
状
況
と
市
と
し
て
の
支

援
体
制
に
つ
い
て
。

答　

二
月
末
現
在
で
220
件

で
６
千
300
万
円
ほ
ど
県
の

企
業
支
援
補
助
を
実
施
。

更
に
連
携
を
図
り
企
業
立

地
補
助
制
度
の
改
正
・
空

き
店
舗
対
策
の
見
直
し
等

支
援
体
制
の
強
化
に
努
め

て
ま
い
る
考
え
で
す
。

問　

罹
災
地
の
買
上
げ
価

格
決
定
の
進
捗
に
つ
い
て
。

答　

福
島
県
が
浜
通
り
地

方
す
べ
て
行
う
と
い
う
こ

と
で
一
月
に
決
定
と
の
情

報
で
し
た
。
し
か
し
現
実

問　

東
日
本
大
震
災
後
の

企
業
誘
致
の
現
状
と
今
後

の
企
業
誘
致
活
動
の
方
向

性
に
つ
い
て
。

答　

双
葉
地
方
か
ら
の
事

業
所
が
一
部
再
開
を
予
定

し
て
い
る
と
い
う
状
況
で

す
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
関
連
の
企
業
、
地
元

の
機
械
金
属
産
業
と
の
連

携
が
期
待
で
き
る
ロ
ボ
ッ

ト
産
業
、
放
射
線
関
係
の

事
業
所
な
ど
を
中
心
と
し

て
企
業
誘
致
を
は
か
っ
て

い
き
た
い
。

問　

企
業
誘
致
活
動
に
お

い
て
南
相
馬
市
に
現
在
工

業
用
地
と
し
て
す
ぐ
用
意

で
き
る
用
地
が
あ
る
の
か
。

答　

信
田
沢
の
工
業
用
地

は
仮
設
事
務
所
等
で
い
っ

ぱ
い
。
工
場
用
地
と
し
て

は
民
間
が
持
っ
て
い
る
用

地
を
市
の
復
興
の
た
め
に

使
っ
て
頂
き
た
い
と
の
お

話
も
あ
り
積
極
的
な
活
動

を
行
い
た
い
。

問　

各
種
震
災
関
連
補
助

制
度
の
市
内
事
業
者
の
利

そ
の
他
の
質
問

❶ 

株
式
会
社
南
相
馬
市
役

所
社
長
の
基
本
姿
勢

❷ 

ガ
ラ
ス
張
り
の
市
長
室

に
つ
い
て

❸ 

市
長
公
約
の
す
ぐ
や
り

ま
す
課
廃
止
の
考
え
方

的
に
は
調
査
は
二
月
か
ら

で
、
決
定
は
三
月
と
遅
れ

て
い
る
状
況
で
す
。

問　

災
害
集
団
移
転
用
地

に
公
営
住
宅
は
建
設
で
き

る
か
。

答　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

を
維
持
の
為
に
有
効
な
手

法
の
一
つ
で
住
民
の
意
向

を
考
慮
し
判
断
い
た
し
ま

す
。

質問を終えて
　子供達の為にも除染な
くして復興なし。市民一
丸となり仮置き場の建設
が急がれます。

細田　 廣 議員

南
相
馬
市
の
課
税
は

南
相
馬
市
の
課
税
は

一
体
化
で

一
体
化
で

議員のつぶやき
未

鹿島区角川原仮設住宅でのクリスマス会

答　

今
後
の
整
備
計
画
内

容
は
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
80
床
。
介
護
老
人

保
健
施
設
42
床
な
ど
158
床

の
整
備
内
容
を
計
画
し
て

い
る
。

問　

介
護
予
防
対
策
の
取

り
組
み
は
。

答　

運
動
教
室
や
サ
ロ
ン

事
業
に
取
り
組
む
。

問　

生
活
不
活
発
病
の
予

防
策
と
し
て
、
筋
力
向
上

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
設
置

の
考
え
を
問
う
。

◆
南
相
馬
市
の
課
税
は
一

体
化
で

問　

原
発
事
故
の
発
生
に

よ
り
30
㎞
の
線
引
き
が
あ

る
。
そ
の
圏
内
外
で
は
、

国
民
健
康
保
険
税
や
介
護

保
険
税
の
課
税
に
差
異
が

発
生
し
て
い
る
。
南
相
馬

市
と
し
て
同
一
の
取
り
扱

い
で
あ
る
べ
き
と
考
え
る

が
認
識
を
伺
う
。

答　

市
内
全
域
を
統
一
し

た
取
り
扱
い
に
す
べ
き
と

認
識
し
て
い
る
。
た
だ
し

警
戒
区
域
内
と
、
区
域
外

で
は
ま
っ
た
く
異
な
る
様

相
を
呈
し
て
い
る
と
思
っ

て
い
る
。

問　

医
療
費
の
一
部
負
担

金
の
免
除
に
も
影
響
が
あ

る
が
認
識
を
伺
う
。

答　

30
㎞
圏
外
の
対
応
に

つ
い
て
は
国
や
復
興
庁
に

対
し
強
く
要
望
を
続
け
て

行
く
。

◆
高
齢
者
支
援
の
充
実
を

問　

介
護
施
設
入
居
待
ち

の
方
が
多
い
。
施
設
整
備

の
考
え
を
伺
う
。

答　

疾
病
予
防
な
ど
、
健

康
づ
く
り
の
視
点
か
ら
重

要
と
認
識
、
補
助
事
業
と

し
て
県
へ
要
望
す
る
。

◆
津
波
災
害
を
風
化
さ
せ

な
い
た
め
に

問　

今
後
の
防
災
の
た

め
、
記
録
に
残
す
こ
と
、

語
り
継
ぐ
こ
と
が
必
要
だ

が
。

答　

災
害
記
録
編
纂
や
、

防
災
教
育
に
取
り
組
む
。

質問を終えて
　原発事故により南相馬
市は分断されてしまっ
た。心を一つに復興の時。
一体化のために。

そ
の
他
の
質
問

❶ 

復
興
交
付
金
申
請
の
現

況
に
つ
い
て

❷ 

仮
設
入
居
者
情
報
紛
失

事
故
の
経
過
に
つ
い
て
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横山 元栄 議員

損
害
賠
償
の

損
害
賠
償
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

取
り
組
み
に
つ
い
て

議員のつぶやき
未

農地にゼオライト散布（原町区馬場）

問　

県
北
、
県
中
が
新
た

な
賠
償
地
域
に
加
え
ら

れ
、
本
市
の
警
戒
区
域
は

緊
急
時
避
難
区
域
等
に
指

定
さ
れ
た
地
域
と
の
格
差

が
な
く
な
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
伺
う
。

答　

自
主
的
避
難
と
地
域

が
、
賠
償
対
象
区
域
に
追

加
さ
れ
た
こ
と
か
ら
市
内

に
お
い
て
も
屋
内
退
避
と

い
う
政
府
指
示
の
重
み
を

踏
ま
え
て
地
域
間
の
不
公

平
が
生
じ
な
い
よ
う
に
国

に
要
望
し
て
い
る
。

問　

緊
急
時
避
難
準
備
区

域
の
避
難
や
精
神
的
苦
痛

に
伴
う
賠
償
に
つ
い
て
年

内
打
ち
切
り
の
方
針
が
示

さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
伺

う
。

答　

解
除
に
伴
う
賠
償
の

継
続
に
つ
き
ま
し
て
は
解

除
後
も
長
期
的
な
視
点
に

立
ち
、
市
民
の
生
活
不
安

が
完
全
に
な
く
な
る
ま
で

十
分
な
補
償
期
間
を
確
保

す
る
よ
う
に
要
望
す
る
。

問　

原
子
力
事
故
に
よ
り

避
難
し
た
人
と
避
難
し
た

く
て
も
避
難
で
き
な
か
っ

た
人
と
の
補
償
内
容
が
異

な
っ
て
い
る
が
、
精
神
的

苦
痛
は
同
程
度
で
あ
り

補
償
も
同
一
と
考
え
ら
れ

る
。
差
異
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

滞
在
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
市
民
も
、
避
難
等
に

伴
う
精
神
的
損
害
と
は
異

な
る
性
質
の
精
神
的
苦
痛

を
要
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
遡
っ
て
賠
償
の
対
象

に
す
る
よ
う
国
に
求
め
て

い
る
。

問　

個
人
に
よ
る
自
主
的

な
除
染
の
賠
償
範
囲
に
つ

い
て
伺
う
。

答　

損
害
賠
償
に
つ
い
て

は
、
原
発
事
故
が
な
け
れ

ば
消
費
す
る
こ
と
の
な
い

経
費
が
請
求
の
対
象
に
。

屋
敷
林
の
伐
採
費
用
、
農

地
の
表
土
、
剥
ぎ
取
り
に

よ
る
地
力
低
下
等
の
改
良

に
要
す
る
土
壌
改
良
材
等

も
対
象
に
な
り
ま
す
。

質問を終えて
　市長は、市民を救うた
め弁護団を組織せざるを
得ないと言っているが…
いつ。

田中 一正 議員

早
急
な

早
急
な

耕
作
放
棄
地
対
策
を

耕
作
放
棄
地
対
策
を

所
得
確
保
と
し
て
農
地
の

除
染
作
業
及
び
被
災
農
家

経
営
再
開
支
援
事
業
に
従

事
し
て
頂
く
。

問　

高
齢
者
も
参
加
出
来

る
よ
う
な
復
興
組
合
事
業

を
行
う
考
え
は
な
い
か
。

答　

復
興
組
合
事
業
に
つ

い
て
は
24
年
度
も
継
続
す

る
の
で
そ
の
拡
大
に
つ
い

て
国
に
要
望
し
て
い
く
。

問　

新
た
な
耕
作
放
棄
地

を
発
生
さ
せ
な
い
方
策
に

つ
い
て
伺
う
。

答　

新
規
営
農
者
の
確
保

や
集
落
営
農
組
織
の
設
立

を
図
り
農
地
の
集
積
、
有

効
活
用
を
図
っ
て
い
く
。

問　

昨
年
は
水
稲
の
作
付

け
が
出
来
ず
荒
れ
た
農
地

が
目
立
っ
た
。
伸
び
た
草

に
火
が
つ
い
て
火
災
の
発

生
も
懸
念
さ
れ
て
来
た
。

そ
う
言
っ
た
状
況
の
解
消

に
向
け
て
今
年
度
実
現
出

来
る
施
策
に
つ
い
て
伺

う
。

答　

農
地
の
適
正
な
管
理

に
つ
い
て
は
農
協
あ
る
い

問　

農
業
用
水
路
、
た
め

池
及
び
農
地
の
除
染
計
画

の
詳
細
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
伺
う
。

答　

24
年
度
か
ら
二
ヶ
年

で
市
内
全
域
の
農
地
、
農

業
用
施
設
の
除
染
を
完
了

し
た
い
。
そ
の
後
補
完
的

な
除
染
を
実
施
し
29
年
３

月
に
計
画
目
標
の
達
成
を

目
指
す
。

問　

水
稲
作
付
け
の
再
開

は
、
南
相
馬
市
一
円
一
同

に
す
る
の
で
は
な
く
、
線

量
の
低
い
部
分
か
ら
段
階

的
に
字
単
位
で
行
う
の
か
。

答　

そ
の
判
断
に
つ
い
て

は
ま
だ
申
し
上
げ
ら
れ
な

い
。
原
則
と
し
て
線
引
き

は
し
た
く
な
い
。
今
後
の

結
果
を
見
て
判
断
す
る
。

問　

水
稲
の
作
付
が
出
来

な
い
こ
と
に
よ
り
、
農
家

の
営
農
意
欲
が
減
退
し
て

い
る
が
そ
の
対
策
に
つ
い

て
。

答　

植
物
工
場
な
ど
の
新

た
な
農
業
経
営
の
可
能
性

を
提
案
し
た
り
、
農
家
の

は
県
と
協
議
を
し
な
が
ら

管
理
の
指
導
を
さ
ら
に
き

め
細
か
く
や
っ
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

❶ 

安
全
・
安
心
な
教
育
環

境
に
つ
い
て

❷ 

基
礎
学
力
向
上
対
策
事

業
に
つ
い
て

❸ 

新
学
習
指
導
要
領
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

❶ 

原
発
事
故
に
係
る
賠
償

請
求
に
つ
い
て

❷ 

避
難
に
伴
う
児
童
、
生

徒
数
の
減
少
に
つ
い
て

❸ 

運
動
施
設
の
現
状
に
つ

い
て

一
般
質
問

枯れ草火災が発生した耕作放棄地（原町区陣ヶ崎）


